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会 議 録 

１ 会議名 

平成３０年度第４回八千浦区地域協議会 

２ 議題 

  【報告事項】 

    地域活動支援事業について（公開） 

  【自主的審議事項】 

    海岸線の道路及び海岸のごみ問題について（公開） 

３ 開催日時 

平成３０年１１月２６日（月）午後６時３０分から午後７時２１分 

４ 開催場所 

八千浦交流館はまぐみ 多目的室 

５ 傍聴人の数 

１人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略） 

・委 員： 仲田紀夫（会長）、笠原幸博、坂詰喜範、関川信之、関川幹雄、 

丸山光雄、栁澤 篤、渡辺孝三郎、渡邉修一（欠席３名） 

・事務局： 北部まちづくりセンター：滝澤センター長、小池係長、千田主任 

８ 発言の内容 

【滝澤センター長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告 

【仲田会長】 

・挨拶 

・会議録の確認：坂詰委員、関川幹雄委員に依頼 

  議題【報告事項】地域活動支援事業について、事務局へ説明を求める。 

【滝澤センター長】 
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  以前、委員の皆さんから地域活動支援事業の検証を行っていただき、いろいろな意見

を出していただいた。その意見を踏まえ、市で検証を行ってきた結果を１１月１４日（水）

に開催された会長会議で示させていただいた。 

当日配付された資料を基に説明させていただく。 

 ・資料№２「地域活動支援事業の検証・検討等に基づく見直し方法等」、 

  参考資料「地域活動支援事業に係る各区の検証・検討等と市の案・見解」、 

  資料№３「平成３１年度地域活動支援事業案の概要」に基づき概略説明 

  会長会議当日は仲田会長より御出席していただいたが、補足等があればお願いしたい。 

【仲田会長】 

  会長会議の前半は全体で協議を行った。地域活動支援事業については各地域協議会で

採択方針を決め、各地域の実情に照らし合わせて採択をしてほしいということであった

ため、次年度の採択方針を決める際に皆さんで協議し詰めていきたいと思っている。 

  会議の後半はグループに分かれて話し合いをしたが、私のグループで話題になってい

たのは継続事業についてであった。継続事業についてはいろいろな意見が出ていたが、

継続的に提案されていても対象となる構成員が毎年変わっているとのこと。八千浦区で

言うと「八千浦地区海まつり」を中学生主体で行っているが、中学３年生は卒業し、新

たに１年生が入学し加わるので毎年同じ構成員ではない。そのような事例がいくつかの

区であった。このような場合は継続事業であっても構成員が毎年変わるので、他の継続

事業と同様に傾斜配分して減額するわけにはいかないのではないかという意見が出てい

た。 

  そして追加事業についてだが、三次募集まで行った場合、３月末までに事業として完

結し、地域の活性化に効果が出せるのかという疑問が出てくるので、追加募集でやめた

ほうが良いのではないかという意見も出ていた。 

  報告は以上だが、事務局からの報告に対して意見等はあるか。 

  （意見なし） 

  では次に【自主的審議事項】海岸線の道路及び海岸のごみ問題について、事務局へ説

明を求める。 

【千田主任】 

 ・資料№１「自主的審議事項『海岸線の道路及び海岸のごみ問題について』」に基づき説 

明 
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【仲田会長】 

  啓発活動としてごみのポイ捨て禁止の看板が設置されているようだが、道路から山側

に立っているためよく見えない。 

【渡辺孝三郎委員】 

  市で海岸パトロールをしていただいているが、拡声器等でごみの持ち帰りを呼び掛け

たりしているのか。 

【滝澤センター長】 

  拡声器等を使っているかは確認していないが、パトロールを行う際、目立つごみは持

ち帰っているとのことである。 

【関川信之委員】 

  当案件については何回か議論してきているが、結局解決策が見当たらない。そしてマ

ナーの向上と言っても難しい時代になってきている。例えば高速道路でもサービスエリ

アやパーキングエリアに生活ごみを持ち込まないでくださいと周知しているが、持って

きている人が減らない。コンビニエンスストアもそうである。やはりごみ捨て場を設置

して処理をしていくしか方法がないのではないか。 

【栁澤委員】 

  先回の会議でも看板等で呼び掛けるしかないのではないかという意見が出ていたが、

やはりそこに辿り着くのではないか。 

【仲田会長】 

  今後の進め方については、資料№１に表記されているとおり、１月中旬から下旬に掛

けて関係町内会と意見交換会を実施するということだが、ただ単に話し合いの場を設け

ても議論が進まないと思うので、その場で話し合うことをある程度決めておければ良い

と思うが、まずは実態を聞いていくことが最初だと思っている。 

【関川信之委員】 

  ごみ問題については、「放置する」と「片付ける」という問題があると思うが、直江津

中学校では毎年、郷津海岸で大規模なごみ清掃を企業も一緒になって行っている。八千

浦区も一斉にごみ拾いを行うのであれば、いろいろな団体や企業等に声を掛けて行える

ような仕組み作りが出来れば良いのではないか。 

【仲田会長】 

  先ほど事務局から説明があった１月に開催する地元町内会との意見交換会の際に、地
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域協議会側から提案できる部分については提案していくという方向性で進めていきたい

と思うがどうか。 

  （異議なし） 

  では、そのように進めていきたい。事務局へは本日出た意見も併せて課題整理をして

いただき、日程調整のお願いをしたい。 

  次に「その他」について、事務局へ説明を求める。 

【千田主任】 

  次回協議会についてだが、地元町内会との意見交換会と同日にしたいと考えている。

日程が決まり次第、皆さんへ御案内させていただきたい。 

 ・１２月１６日（日）に開催される地域活動フォーラムについて報告 

【仲田会長】 

 ・会議の閉会を宣言 

９ 問合せ先 

自治・市民環境部 自治・地域振興課 北部まちづくりセンター 

    TEL：025-531-1337 

E-mail：hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 
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